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　ITコンサル
 セッション

日立化成様

・経営課題

 ・システム課題
・情報システム

 　部門の課題

 ・実現したい

 　次期システム

日立ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

・ヒアリング
・情報提供
・課題整理
・ITｿﾘｭｰｼｮﾝ

 　との紐付け

（１）お客様の経営課題やシステム課題の整理（トップレベル整理）

（２）お客様の課題に関連するITソリューションの概要のご理解

（３）お客様課題を、ITソリューションで解決できるポイントを共有

（４）今後の進め方

本日のセッションの進め方

セッションのゴール

第１回セッション
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現状分析(1)

日立化成殿の重点方針

　◎　お客様の変化するご要望に徹底追従

　◎　変化対応のシステム基盤の整備

　◎　ポスト業改（BPR)マネージメントの確立

　◎　日立化成社員へのITサービス向上

第１回セッション
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現状分析(2)

◎日立化成様のシステム開発に関する取組み状況を、日立コンサルティング

 　が考えます「システム中期計画の進め方」の軸上で整理しました。

Step システム中期計画の進め方 　

　１
　

 　□　脱ホスト　
　　最新実行環境への移行に

 　　よる運用コスト削減

　
　２ 　□　新ビジネス戦略実現のため

　　のシステム基盤整備、及び、

 　　新サービスの提供

　
　３ 　□　

 

ITガバナンスの実施
　　・ITガバナンスの組織的取組み

 　　・方法論やガイドの整備

◎業革分析に基づくオブジェクト分析後、

 Java-Webアプリケーションに集約
◎バックオフィス系はERP導入

日立化成様の取組み状況との関係

◎社内メッセージング基盤の整備と

 システム間リアルタイム連携の実現
◎Webポータル集約した業務サービス

△応答速度改善によるサービス向上が課題
△ポスト業革に即応できるシステム基盤

 　

 

環境の整備

△ポスト業革を見据え、BPRや保守へと
　関心事が向かわれていると考えます。
　BPRや保守のためのITガバナンス整備を

 　開始すべき段階にあると考えます。

第１回セッション
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今後の取組みのポイントとソリューション

①

 
BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　

　　⇒・SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

②

 
ポスト業革を見すえたITガバナンス関連の整備

　　⇒・BPRやSOA型開発/保守等の方法論とガイドの整備

③

 
ポスト業革のための支援組織の立上げとトライアル

　　⇒・BPM組織の確立
　　　・BPR＆SOA開発のトライアル

日立化成様の

 関心事項
「ビジネスプロセスの
継続的改善体制」

「応答速度改善への
戦略的取り組み」

①

②

ポスト業革ポスト業革
マネジメントマネジメント

取組みポイントとソリューション

BPM：　ビジネスプロセスマネージメント

第２回セッション

変化対応の変化対応の

 システム基盤システム基盤
社員向け社員向けITIT

 サービス向上サービス向上
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①

 

BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　
　　⇒　SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

その１ 第２回セッション

◎業革：ＢＰＲ（ビジネスプロセス・リエンジニアリング）の進め方

 　

・既存組織

・既存の

 　業務プロセス、
　ビジネスルール

BPRプロセス(プロセスの視点での業務改革活動）

◎職務・組織の見直し

◎業務プロセスと

 　　ビジネスルールの見直し

◎管理帳票・データ項目・

 　統合マスタの見直し

◎BPRに即応できる

 　情報システムの実現

従来

顧客やユーザに

 対して価値を提供

BPR後

BPRのKPI
（パフォーマンス

 　改善基準）：
　①コスト
　②品質
　③サービス
　④スピード

・既存帳票・台帳

 　データ・マスタ

 　
・既存情報システム
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①

 

BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　
　　⇒　SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

その２ 第２回セッション

◎サービス指向アーキテクチャ（SOA）の特長とＢＰＲアプローチとの関係

BPMS

売上サービス見積サービス 契約管理サービス

見積依頼
見積結果

受取
契約新規
作成依頼

契約作成
結果受取

売上処理
依頼

・・・

Interface Interface Interface

レガシー
AP

既存
AP

パッケージ
AP

サービス化と再利用

業務プロセスの柔軟な拡張

プラットフォーム混在

ESB

BP定義（BPMN図）

業務プロセスの可視化

ポータル

 ユーザ画面統合

 （ﾜﾝｽﾄﾌﾟｻｰﾋﾞｽ）

リアルタイム
モニタリング

システム連携

BPRに即応できる情報システムの実現　⇒　ＳＯＡの考え方が有効

 　・「業務プロセス変化への即応、サービスの統合によるユーザ利便性向上」にＳＯＡは有効。

 　・ＳＯＡ型システム開発手法は、ＢＰＲ手法との相性がよい。
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◎なぜ、今、BPRとSOAが注目されるのか？

従来のシステム設計と評価

システム要求仕様

戦略

File

業務

IT

様々な
表現

構築

評価

戦略

業務改革

サービス プロセス

ｻｰﾋﾞｽ
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ BPＭS

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

ｻｰﾋﾞｽ仕様 BP仕様

BP制御

業務

IT

構築

評価

ﾃﾞｰﾀ項目

ＲＤＢ

・これまで、BPR部隊とシステム開発部隊が、共通に議論できる表現(設計書)が少なかった。
・SOAの考え方やその定義表現が、業務の方（BPR担当）にも分かりやすいものとなった。

ホストオンライン

 
やバッチ処理

data

SOA型のシステム設計と評価

戦略
構想

 
計画

業務

 
設計

ｼｽﾃﾑ

 
設計

戦略
構想

 
計画

業務

 
設計

ｼｽﾃﾑ

 
設計

画面/帳票

画面/帳票
画面 画面 帳票

　

 

業務とＩＴの

 
　関連付けが明確

×対応不明確

ＢＰＲの要件が
システムのどこに
実装されている？
追加ＢＰＲできる？

次はここを

 
直そう。

①

 

BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　
　　⇒　SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

その3 第２回セッション
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◎日立化成殿のこれまでのアプローチとSOAコンセプトとの関係

日立化成殿のこれまでの取り組み 　広義のSOAコンセプトとの関係

脱ホスト・オープン化、システム共通化

 （オブジェクト指向設計、モジュール化）
⇒　モジュール化と再利用性が整備。

 　　サービス化へつながるアプローチ。
　●今後、SOA型開発方法論の整備が

 　　重要と考えます。　

脱ホスト・オープン化、１画面化

 （JAVA-Web-アプリケーションへ集約）
⇒　Webポータル統合が実現され、

 　　使い勝手が向上している。
　　今後は、サービス統合へ。

受注→製造手配→予実算管理の

 リアルタイム化

 （システム間リアルタイム・メッセージ

 　ルーティングを実現）

⇒　システム連携ESBの１実装形態。
　●今後、ESBミドルウェアの導入の

 　　要否が判断ポイントと考えます。

 　　　

「もの」と「情報」の全社同期
（予実算管理のリアルタイム化を実現）

⇒　ビジネスのリアルタイム・

 　　モニタリングの考え。

⇒　日立化成殿の取り組みは、広義のSOAコンセプト実現の１形態と考えます。

①

 

BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　
　　⇒　SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

その４ 第２回セッション
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◎SOA型システム基盤の整備と、SOAミドルウェアの活用

①

 

BPR（業革）へ即応するBPベースのシステム基盤整備　
　　⇒　SOAアーキテクチャ/SOAミドルウェアの活用

その５

APサーバ

 
ポータル
BPMS/ESB
情報統合

 
開発運用環境

SOA関連

 ミドルウェア

 の活用

　プロセス統合　（BPMS)

フロント統合(ポータル、BtoB）

商品ＤＢ顧客ＤＢ

販売管理
（オンライン）

生産管理
（メインフレーム）

情報統合

帳票出力
（バッチ）

物流
（ワークフロー）

配送管理
（オンライン）

経理
（ＥＲＰパッケージ）

ＣＲＭ
（ＳａａＳ）

メッセージング基盤（ESB)

日立化成様

フロント統合：
・Ｊａｖａ－
　ＷｅｂＡＰ統合
・BtoB

完成

情報統合：
予実算管理の
リアルタイム化

完成

プロセス統合
　　と
高速ＥＳＢ

ご提案

uCosminexus
Service 
Platform

 
uCosminexus
Application　

 
Server

・Web-APに加え、「プロセス統合基盤」と「高速ESB」を整備することで、

　　「フロント統合」　　　　「プロセス統合」　「情報統合」　の３階層で統合の完成。

 　　　↑業務部門の満足度改善　↑BP改革対応　　　↑業務と経営に役立つBI環境

・SOAミドルウェア製品の活用　⇒　高信頼で効率のよい開発・実行環境の整備。

第２回セッション
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◎BPRやSOA型開発/保守のために方法論とガイドを整備する

開発・導入設計

個別レベルエンタープライズレベル

システム

業務

経営

運用・維持企画・分析構想/計画戦略策定

HIPLAN-SV

HIPACE＋SOAガイド

HIPLAN-AP/ADHIPLAN-MP

ITサービス
運用ガイドHIActive-EA

業務設計・BPR

システム設計

②

 

ポスト業革を見すえたITガバナンス関連の整備
　　

 

⇒・BPRやSOA型開発/保守等の方法論とガイドの整備
その1 第２回セッション

戦略策定

 計画立案
業務骨格
設計

サービス

プロセス

業務

ﾃﾞｰﾀ項目

画面/帳票

ｻｰﾋﾞｽ
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ BPＭS

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ BP制御

IT

ＲＤＢ

画面/帳票

BPRテーマ１

BPRテーマ２

日立が

 保有する

 各種方法論

業務要件定義書・業務設計書BPR計画書 システム開発設計書

BPRのテーマ別に
業務設計書や

 システム設計書

 の影響箇所が

 分かるように、

 ドキュメント体系
と設計方法論

 を整備
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◎BPRチームをサポートするBPMチームの組織化

企業プロセスに「戦略策定」「戦略実装」「戦略実行」「戦略評価」という

 管理サイクルを適応し、継続的なBRPを遂行しようという経営・業務改善・

 管理のコンセプトが「ＢＰＭ（ＢＰマネージメント）」です。
BPR活動による「ポイントソリューションを検討・実現するBPRチーム」と

 「BPRチームをサポートするBPMチーム」の組織化をご提案します。

BPM部門

BPRチーム

業務部門 ｼｽﾃﾑ部門

・ＢＰＲテーマ管理

 
・ＢＰＲ技法整備
・ＢＰ定義技法整備
・ＢＰ定義の蓄積と公開

 
・ＳＯＡｱｰｷﾃｸﾁｬ管理
・ＢＰモニタリング

経営企画

日立化成殿の日立化成殿の
ポスト業革ポスト業革

マネジメントマネジメント

③

 

ポスト業革のための支援組織の立上げとトライアル
　　⇒・BPM組織の確立　・BPR＆SOA開発のトライアル

その1 第２回セッション

日立化成殿の日立化成殿の
初期初期業革業革

マネジメントマネジメント

経営企画

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ・チーム

業務部門 ｼｽﾃﾑ部門

PMO

PMO
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